















































































































































































































































　1914年 9月初めハーディはC. F. G. Mastermanが主催した戦争に対す
るイギリスの大義を主張する文学者の会に出席した。そこにはBarrie、




















































































しながらも、ハーディがSpencer、Huxley、J. S. Mill などなどにいかに精
通していたかはよく知られている。






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Sassoonは 1918年 11月 7日に初めてマックス・ゲイトを訪ねてからハー
ディの死まで少なくとも10回は訪ねたとされている。1930年に桂冠詩人と
なったJohn Maseﬁeld夫妻は1920年代に少なくとも4回マックス・ゲイト
に滞在した。G. B. Shawと妻は1916年 4月 28日にマックス・ゲイトを訪ね
た。John Middleton Murryは妻のKatherine Mansﬁeldと共に1921年 5月
26－ 27日に滞在した。John Galsworthyは 1915年 9月 28日に訪ねている。
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Rebecca WestとH. G. Wellsも 1918年 1月 29日に訪問している。20年代に
入るとT. E. Lawrence（Lawrence of Arabia）やWoolf夫妻の訪問もあった。E. 
















冠詩人Robert Bridgesから始まり、W. B. Yeats、D. H. Lawrence、Robert 




































































年 10月 31日のEdmund Blundenへのフローレンスの手紙では夜の朗読が
最新のH. G. Wells のWilliam Clissold（1926）からAldous Huxleyの Jesting 
Pilate（1926）に及んでいることを告げているが、そのなかでフローレンスは
















































ハーディの死後、The Early Life of Thomas Hardy 1840-1891（Macmillan, 1928）
と The Later Years of Thomas Hardy 1892-1920（Macmillan, 1930）が出版され、















はF. A. Hedgecock, Thomas Hardy, Penseur et Artiste（Paris, 1911）やErnest 























































































　フローレンスはJames Barrie、Harold Child、E. M. Forster、T. E. Lawrence、 
Siegfried Sasoonなどに助けを求めた。BarrieとChildが特にフローレンス
を助けた。二人はハーディが残した原稿全てに目を通し、完全に満足したと



























レンスはエマの友人として登場する。「Miss Dugdale, a literary friend of 
Mrs Hardy’s at the Lyceum Club, whose paternal ancestors were Dorset 
people dwelling near the Hardys, and had intermarried with them some 





の有名な文章である。「In February of the year following （1914） the subject 
of this memoir married the present writer, who had been for several years 
the friend of the ﬁrst Mrs Hardy, and had accompanied her on the little 





































かにC. Nordmann, Einstein and the Universe （ Fisher Unwin 10/6）があることが知られている。（Bailey, 
615） （Evelyn Hardy 116）
（3） マックス・ゲイトの訪問者やVisitors’ BookについてはGibsonを参照した。
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